
2023 年度第 1回入札監視委員会 審議概要 

（工事及び測量・建設コンサルタント等業務） 

 

開催日・場所 2023 年 5 月 25 日（木） ＪＲＡ本部 4 階 401 会議室 

委    員 

 

石塚 健一郎（弁護士）     加野 理代（弁護士） 

神山 貞雄（公認会計士）    城所 幸弘（大学教授） 

本間 正義（研究所教授） 

  

 

審議対象期間 2023 年 1 月 1 日～2023 年 3 月 31 日 

抽 出 案 件 総件数 80 件 
（備考） 

 

一 般 競 争  3 件 

指 名 競 争  34 件 

随 意 契 約  9 件 

測 量 ・ 建 設 

コンサルタント 
 34 件 

委員からの 

意見・質問 

それに対する 

回答等 

意見・質問 説明・回答 

 

別紙のとおり 

 

 別紙のとおり 

委員会による 

意見の具申・ 

勧告の内容 

 

特になし 



【工事及び測量・建設コンサルタント等業務契約】

意見・質問 説明・回答

〔工事契約〕
○一般競争契約

【中山競馬場若宮RC舎宅改築工事】

・評価項目である企業の施工実績と配置予定技術者の施
工経験の違いは何か。

・企業の施工実績とは、企業として今回条件とした工事
実績を保有しているかどうか、配置予定技術者の施工経
験は、配置予定担当者個人が条件とした工事実績を保有
しているかどうかを評価し加点している。

○指名競争契約

【東京競馬場調教用地下道ゴムチップ舗装補修工事】

・低入札価格調査実施後、落札とした経緯は。 ・業者に聞き取りを行ったところ、経費部分の企業努力
による削減であったことと、過去の本会工事施工実績を
考慮し、落札者として決定して差し支えないと判断し
た。

・今回の工事で使用されているゴムチップは容易に入手
できるものなのか。

・ゴムチップそのものは特殊なものではなく容易に入手
可能である。強度については仕様を定めている。

○随意契約

【ウインズ立川B館エスカレーター更新工事】

・部分的に既存流用したのはなぜか。 ・全体更新の場合、工事規模が大きくなり時間と費用が
増えるだけでなく、競馬開催日に使用できなくなる影響
を総合的に考慮し、一部を既存流用する工事手法を採用
した。

〔測量・建築コンサルタント等業務契約〕

○指名競争契約

【阪神競馬場大型バス駐車場整備工事設計監理等業
務】

・低入札価格調査実施後、落札とした経緯は。 ・業者に聞き取りを行ったところ、経費部分の企業努力
による削減であったことと、過去の本会工事設計業務実
績を考慮し、落札者として決定して差し支えないと判断
した。

2023年度第1回入札監視委員会　審議概要



2023 年度第 1回入札監視委員会 審議概要 

（調達契約及び役務契約） 

 

開催日・場所 2023 年 5 月 25 日（木） ＪＲＡ本部 4 階 401 会議室 

委    員 

 

石塚 健一郎（弁護士）     加野 理代（弁護士） 

神山 貞雄（公認会計士）    城所 幸弘（大学教授） 

本間 正義（研究所教授） 

  

審議対象期間 2023 年 1 月 1 日～2023 年 3 月 31 日 

抽 出 案 件 総件数 487 件 
（備考） 

 

一般競争及び 

指名競争契約 

（調達契約） 

 118 件 

一般競争及び 

指名競争契約 

（役務契約） 

 247 件 

随意契約 

（調達契約） 
 25 件 

随意契約 

（役務契約） 
 97 件 

委員からの 

意見・質問 

それに対する 

回答等 

意見・質問 説明・回答 

 

別紙のとおり 

 

 別紙のとおり 

委員会による 

意見の具申・ 

勧告の内容 

 

 特になし 



【物品又は役務の調達及び物件の賃借契約】

意見・質問 説明・回答

○一般競争及び指名競争入札（調達契約）

【可動式障害の更新】

・本件の競争参加資格者はどのくらいいるのか ・数百社以上存在する。

○一般競争及び指名競争入札（役務契約）

【交通警備業務【A地区】】

・特になし

○随意契約（調達契約）

【ターフィーならびにハローキティ等を活用した理解醸
成ツールの製作】

・複数年契約方式の採用は可能なのか。 ・本会において複数年契約方式を採用できる契約は限定
されており、本件は対象外である。

○随意契約（役務契約）

【福永祐一騎手引退式運営業務】

・随意契約となった理由は、時間的な理由ではなく受注
を断った業者側の技術的な理由が大きいのではないの
か。

・入札手続きに必要な日数を確保できなかったことが、
随意契約とせざるを得なかった理由である。

2023年度第1回入札監視委員会　審議概要


